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港
新
聞
０
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３
面

尚

井

奥

藤

子
供
た
ち
の
手
作
り
凧だ
こ

で
新

春
の
空
は
展
覧
会

。
一
月
十

七
日
朝
、
八
幡
屋
公
園
多
目
的

広
場
で
開
催
さ
れ
た
恒
例
の

港
区
た
こ
あ
げ
大
会

に
は

区
内
か
ら
百
四
十
六
人
の
小
学

生
が
参
加
。
家
族
や
地
域
の

人
々
も
含
め
、
約
二
百
七
十
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。二
十
回
目
。

港
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
が
主

催
、
港
区
子
ど
も
会
育
成
連
合

会
と
港
区
青
少
年
指
導
員
連
絡

協
議
会
が
共
催
・
協
賛
。

子
供
た
ち
の
凧
は
ま
ず

品

評
会

で
デ
ザ
イ
ン
や
造
り
の

審
査
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら

は
昨
年
十
二
月
、
各
校
下
の
凧

作
り
教
室
で
子
供
た
ち
自
身
が

作
っ
た
も
の
。
干え

支と

の
寅と

ら

を
描

い
た
も
の
が
多
く
、
ピ
カ
チ
ュ

ウ
や
キ
テ
ィ
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
快
晴
で
し
た
が
、

風
は
弱
く
、
凧
揚
げ
に
は
厳
し

い
条
件
。
苦
戦
す
る
様
子
も
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
顔
も
み

な
真
剣
で
生
き
生
き
。
保
護
者

や
地
域
の
人
々
の
頑
張
れ

走
れ
走
れ
！
な
ど
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

凧
の
病
院

に
は
、
糸
の

解ほ
ど

け
、
し
っ
ぽ
の
ち
ぎ
れ
、
張

り
糸
の
不
具
合
な
ど
故
障
の
凧

を
抱
え
た
子
供
ら
が
次
々
と
訪

れ
、
日
本
の
凧
の
会
の
会
員
が

手
早
く
修
繕
し
て
い
ま
し
た
。

●
寅
デ
ザ
イ
ン
で
特
別
賞

審
査
の
結
果
、
特
別
賞
（
日

本
の
凧
の
会
大
阪
支
部
長
賞
）、

優
秀
賞
（
港
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
理
事
長
賞
）
、
飛ひ

し

翔ょ
う

賞
（
港

区
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会

会
長
賞
）
、
デ
ザ
イ
ン
賞
（
港

手
づ
く
り
凧
の
糸
を
引
い
て
元
気
に
走
り
回
る
子
供
た
ち

区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
会
長

賞
）
の
受
賞
者
（
計
二
十
五
人
）

が
決
ま
り
ま
し
た
。

二
回
目
で
見
事
、
特
別
賞
に

輝
い
た
木
村
葵あ

お

ちい

ゃ
ん
（
田
中

小
三
年
）
の
凧
は
、
お
父
さ
ん

寅
が
し
っ
ぽ
で
凧
を
揚
げ
、
そ

の
後
ろ
か
ら
子
寅
が
顔
を
出
し

て
い
る
デ
ザ
イ
ン
。
母
親
の
恒つ

ね

子こ

さ
ん
、祖
母
の
美み

保ほ

子こ

さ
ん
、

妹
の
澪み

お

ち
ゃ
ん
ら
と
喜
び
合
い

な
が
ら

こ
の
辺
（
横よ

こ

骨ぼ
ね

）
が

難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
よ
く

飛
ん
で
、
賞
も
も
ら
え
て
嬉う

れ

し

い
で
す
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
凧
の
会
大
阪
支
部
の

上
田
良り

ょ

市う
い

さち

ん

は

木
村

さ
ん
の
凧
は

デ
ザ
イ
ン

作

故
障
の
凧
は
日
本
の
凧
の
会
の

会
員
が
素
早
く
手
当
て

り
方

飛
び
方

の
三
拍
子
揃そ

ろ

っ
て
い
た
の
を
評
価
し
ま
し

た
。
和
凧
は
手
順
通
り
作
れ
ば

必
ず
揚
が
り
ま
す
。
凧
づ
く
り

教
室
の
積
み
重
ね
で
港
区
の
子

供
ら
は
年
々
上
手
に
な
っ
て
い

ま
す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

特
別
賞
に
輝
い
た
北
村
葵
ち
ゃ

ん（
中
央
）と
家
族
及
び
大
会
関

係
者
（
右
端
は
港
区
青
少
年
指

導
員
連
絡
協
議
会
神
地
会
長
、

そ
の
左
は
港
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
会
今
村
理
事
長
、
左
端
は
港

区
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
小
林

会
長
、
そ
の
右
は
日
本
の
凧
の

会
大
阪
支
部
の
上
田
さ
ん
）

■
市
岡
日
本
語
教
室
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
説
明
会
と
研
修
会

毎

週
金
曜
夜
に
百
人
近
い
外
国
人

と
百
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
集
ま
り
草
の
根
国
際
交
流
。

十
五
年
目
に
あ
た
り
新
た
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

活
動
内
容

外
国
人
の
日
本
語
学
習
の
お

手
伝
い

資
格

十
八
歳
以
上

の
日
本
語
を
自
由
に
話
せ
る
人

（
高
校
生
原
則
不
可
、日
本
語
教

師
資
格
や
外
国
語
運
用
能
力
は

必
要
な
し
）

活
動
日
時

毎

週
金
曜
十
九

二
十
一
時
（
年

間
約
三
十
五
回
）

活
動
場
所

市
岡
高
校
、
港
区
民
セ
ン
タ

ー
等

研
修
会

三
月
十
九
日

（
金
）十
九

二
十
一
時
に
港
区

民
セ
ン
タ
ー
（
講
師
は
京
都
日

本
語
学
校
の
西
原
純
子
校
長
）

説
明
会

三
月
二
十
六
日

（
金
）
十
九

二
十
一
時
に
弁

天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

費

用

説
明
会
・
研
修
会
は
無
料

（
そ
の
後
会
員
に
な
る
と
入
会

金
千
円
と
年
会
費
三
千
円
）

申
込

メ
ー
ル
か
電
話（

＠

〇
八
〇

三
八
四
六

二
五

八
一
札ふ

だ

葉ば

）

申
込
〆

三
月

十
八
日
（
説
明
会
当
日
可
）
。

■
こ
ど
も
パ
ラ
ダ
イ
ス

心

と
頭
と
体
を
使
う
遊
び
本
来
の

楽
し
さ
を

と
一
昨
年
か
ら
始

ま
っ
た
催
し
。
今
回
は

い
き

も
の

が
テ
ー
マ
。
ジ
ン
ベ
エ

ザ
メ

ペ
ン
ギ
ン
体
験
、
葉
っ

ぱ
の
昆こ

ん

虫ち
ゅ

づう

く
り
、
江
戸
時
代

の
動
物
土
人
形
づ
く
り
、
動
物

の
ホ
ネ
ホ
ネ
展
示
、
動
物
ク
ッ

キ
ー
等
。
入
場
無
料
（
飲
食
有

料
）。二
月
二
十
一
日
（
日
）
十

一

十
六
時
、
港
区
民
セ
ン
タ

ー
で
。
主
催
は
港
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
会
と
港
区
役
所
。

六

五
七
二

〇
〇
二
〇
同
協
会
。

■

一い
ち

夜や

官か
ん

女じ
ょ

祭
り
と
暴
れ
中
津
川
の
伝
承
の

地
を
た
ず
ね
て

ア
ジ
ア
の

貧
困
地
帯
に
井
戸
を
贈
り
続
け

る

（

ア
ジ

ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会
）
が
主

催
。
参
加
費
を
井
戸
建
設
資
金

に
。
今
回
は
、
か
つ
て
度
々
の

水
害
に

泣
き
村

と
も
呼
ば

れ
た
西
淀
川
区
野
里
村
の
川
筋

へ
。
人ひ

と

身み

御ご

供く
う

が
神し

ん

事じ

と
し
て

伝
え
ら
れ
る
野
里
神
社
の

一

夜
官
女

祭
り
（
府
無
形
民
俗

文
化
財
）
、
庄
屋
の
面
影
を
残

す
池
永
邸
、
神
社
裏
の
洞ど

う

窟く
つ

博

物
館
な
ど
を
散
策
。
二
月
二
十

日
（
土
）
十
時
四
十
五
分
阪
神

姫
島
駅
改
札
集
合
↓
十
五
時
神

社
前
解
散
。
参
加
費
千
円
。
詳

細
は

（
西
区
江
戸
堀

一

二

一
六

四
階

六
四

四
四

〇
五
八
七
青
木
）
へ
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が
自
閉
症

児
の
潜
在
パ
ワ
ー
を
引
き
出
そ

う
と
始
め
る
。
参
加
費
無
料
。

要
予
約
。
第
一
、
二
回
は
三
月

十
三
日（
土
）、二
十
七
日（
土
）

の
十
五

十
八
時
に
松
井
整
骨

院（
弁
天
四

一
〇

二
六
、

六
五
七
二

一
一
六
五
）内
で
。

■
タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
施
術

会

日
本
気
道
術
学
会
が
主
催

す
る
月
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
施
術

会
。

タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
現
状

を
知
り
、
最
大
の
犠
牲
と
な
っ

て
い
る
子
ど
も
ら
に
救
い
の
手

を

と
の
呼
び
か
け
に
区
民
が

来
場
し
、
心
身
両
面
の
施
術
を

受
け
て
い
る

写
真
。
第
二
十

回
は
二
月
二
十
五
日
（
木
）
十

十
二
時
に
港
区
民
セ
ン
タ
ー

一
階

菊

の
間
で
。
支
援
金

一
口
五
百
円
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

お
手
伝
い
さ
ん
も
募
集
中
。

〇
八
〇

一
四
〇
四

四
三
三

九

快か
い

生き

堂

堀
川
。

予
防
注
射
が
無
料
に
な
る

た
め
の
方
法
を
知
ら
せ
て

（
田
中
２
・

歳
男
性
）

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
注
射
を
無
料
で
受
け
る
た
め

の

市
民
税
非
課
税
証
明
書

が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、

区
役
所
で

介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
証

を
交
付
し
て
も

ら
い
、
病
院
で
予
防
注
射
を
受

け
た
後
で
提
出
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
書
類
で
は
ダ
メ
で
す

と
受
付
嬢
。
納
得
で
き
な
い
の

で
上
司
に
相
談
し
て
も
ら
い
、

漸よ
う

くや

認
め
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

の
経
験
か
ら
思
っ
た
の
は
、
ど

の
方
法
な
ら
予
防
注
射
が
無
料

に
な
る
か
と
い
う
こ
と
を
役
所

と
病
院
の
間
で
統
一
し
て
頂

き
、
市
民
が
安
心
し
て
予
防
注

射
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
周
知
し

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

港
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
か

ら

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
き
ま
し
て
は
市
政
だ
よ

り
、
広
報
み
な
と
、
大
阪
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
町
会
回
覧
な
ど

で
広
報
啓
発
に
努
め
る
と
共

に
、
区
医
師
会
と
の
連
携
も
図

っ
て
参
り
ま
し
た
。
昨
年
十
一

月
十
四
日
か
ら
ワ
ク
チ
ン
の
優

先
接
種（
基
礎
疾
患
を
持
つ
方
、

幼
児
、
小
中
高
生
、
六
十
五
歳

以
上
な
ど
）
が
始
ま
り
、
一
月

二
十
五
日
か
ら
は
そ
れ
以
外
の

方
へ
の
接
種
も
始
ま
り
ま
し

た
。
接
種
費
用
は

一
回
目
が

三
千
六
百
円

二
回
目
が
二
千

五
百
五
十
円
（
一
回
目
と
異
な

る
医
療
機
関
で
接
種
す
る
場
合

は
三
千
六
百
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
生
活
保
護
世
帯
か
市

民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
方
法
は
、

無
料
接
種

券

を
医
療
機
関
に
示
す
（
申

請
用
紙
を
当
セ
ン
タ
ー
で
も
ら

う
か
大
阪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
し
て
大
阪
市
保
健
所
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
務
セ
ン
タ
ー

〒
５
４

５

８
５
９
８
阿
倍
野
区
旭
町

一

二

七

二
一
五
あ
べ
の

メ
デ
ィ
ッ
ク
ス
内

へ
送
付
す

れ
ば
一

二
週
間
で
郵
送
さ
れ

ま
す
）

生
活
保
護
世
帯
の
方

は

保
護
決
定
通
知
書

か

生

活
保
護
適
用
証
明
書

を
医
療

機
関
に
示
す

六
十
五
歳
以
上

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は

介
護
保
険
料
決
定
（
変
更
）

通
知
書

（
第
一

三
段
階
）

を
医
療
機
関
に
示
す

以
上
の

無
料
接
種
券
な
ど
を
示
せ
ず
費

用
を
払
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は

還
付
申
請

す
る
（
申
請
用

紙
を
当
セ
ン
タ
ー
で
も
ら
う
か

大
阪
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入

手
し
、

予
防
接
種
済
証

と

領
収
書
等
を
添
え
て
大
阪
市

保
健
所
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
務
セ
ン
タ
ー

前
出

へ
送
付
す
れ
ば
返
金

さ
れ
ま
す
）
の
四
通
り
で
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も
区
医

師
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
広

報
啓
発
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

日
本
語
は
む
ず
か
し
い

（
池
島
１
・
勝か

つ

部べ

泰や
す

臣お
み

）

日
本
語
は
難
し
い
。
特
に
敬

語
（
丁て

い

寧ね
い

語
含
む
）
は
。
月
に

一
度
の
鉄
工
所
の
朝
礼
。

社

長
様
に
ご
挨
拶
を

。
こ
れ

な
ど
言
う
方
よ
り
言
わ
せ
て
い

る
方
が
悪
い
。
こ
の
社
長
、
会

社
つ
ぶ
し
て
消
え
て
い
っ
た
。

朝
顔
に
水
を
あ
げ
る

金

魚
に
餌
を
あ
げ
る

。
こ
れ
ら

も
ひ
っ
か
か
る
な
ァ
。
国
会
中

継
を
観
て
た
ら
某
大
臣

お
答

え
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す

。
お
い
お
い
、

お
答
え

し
ま
す

で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い

の
？

か
つ
て
雄
弁
で
名
を
馳は

せ
た
あ
ん
た
の
親
父
泣
い
て
る

ョ
。喫
茶
店
で
お
電
話
ご
ざ
い

ま
す
か

ウ
チ
は
お
で
ん
は
あ

り
ま
せ
ん

あ
ゝ
日
本
語
よ
。

保
育
所
民
間
委
託
に
憤
り

（
弁
天
１
・
女
性
）

田
中
保
育
所
の
民
間
委
託
問

題
（
前
号
１
面
）
に
つ
い
て
。

市
へ
の
強
いい

憤き
ど

りり

を
感
じ
ま
し

た
。
次
の
時
代
を
担
う
子
供
た

ち
を
育
て
る
た
め
の
予
算
を
削

る
な
ん
て
許
せ
な
い
。
保
護
者

会
を
結
成
し
よ
う
と
立
ち
上
が

っ
た
お
母
さ
ん
た
ち
を
応
援
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
私
に
も
八

カ
月
に
な
る
孫
が
お
り
、
他ひ

人と

事ご
と

と
は
思
え
ま
せ
ん
。

米
軍
基
地
が
未
だ
に

あ
る
こ
と
お
か
し
い

（
築
港
・

代
男
性
）

叫
ん
で
い
い
と
も
！

の

永
砂
さ
ん
の
提
言（
前
号
２
面
）

に
賛
成
で
す
。
戦
後
六
十
年
以

上
た
つ
の
に
、
未
だ
に
ア
メ
リ

カ
軍
の
基
地
が
あ
る
こ
と
自
体

お
か
し
い
の
で
す
。
日
本
が
本

当
に
独
立
し
た
国
に
な
る
た
め

に
も
、
こ
の
問
題
の
正
し
い
解

決
を
望
み
ま
す
。

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

港 新 聞子供・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 月曜日子供・催し・読者


